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○白旗山スキーコース計画

○道有林の現状



典型的なカラマツ林
札
幌
市
の
南
東
方
向
市
街
の
中
心
部
よ
り
約
一
六
伽

の
丘
陵
地
帯
に
白
旗
山
は
位
置
し
ま
す
。
山
の
高
さ
は
、

標
高
三
二
一
ｍ
、
こ
の
山
の
周
辺
一
、
○
八
九
畑
の
山

林
が
、
札
幌
市
有
林
の
約
七
五
％
を
し
め
る
「
白
旗
山

都
市
環
境
林
」
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
市
有
林
に
、
今
小

さ
く
て
大
き
な
自
然
保
護
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
白
旗
山
の
東
側
に
一
九
九
一
年
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア

ー
ド
冬
季
大
会
に
使
用
の
た
め
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
．

ス
キ
ー
・
コ
ー
ス
を
、
新
設
す
る
と
い
う
計
画
が
一
九

八
七
年
（
一
昨
年
）
十
二
月
、
市
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
距
離
コ
ー
ス
案
に
よ
る
と
、
コ
ー
ス
の

全
長
は
、
二
六
・
五
伽
で
、
白
旗
山
内
で
一
二
・
三
岫
、

隣
接
す
る
札
幌
南
高
校
の
校
有
林
に
五
・
二
ｍ
造
成
す

失
な
わ
れ
て
ゆ
く
都
市
近
郊
林
・
白
旗
山

北
海
道
の
自
然
を
考
え
る
会
○
前
田
重
和

一言

る
と
の
こ
と
で
、
既
存
林
道
の
活
用
は
七
・
八
ｍ
に
と

ど
ま
り
、
白
旗
山
内
の
残
る
一
三
・
五
伽
は
樹
木
を
伐

採
し
た
新
設
コ
ー
ス
で
対
応
す
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。

札
幌
市
は
当
初
「
既
存
林
道
だ
け
を
利
用
す
る
」
と
言

明
し
て
い
た
の
が
、
一
九
八
八
年
（
昨
年
）
六
月
国
際

ス
キ
ー
連
盟
（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
）
の
ル
ー
ル
改
正
に
大
き
く
影

響
さ
れ
こ
の
計
画
と
な
っ
た
の
で
す
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
の
新
し

い
基
準
で
は
、
九
～
十
八
度
な
ど
の
こ
う
配
を
組
み
合

わ
せ
て
起
伏
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

コ
ー
ス
幅
も
六
ｍ
と
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

新
コ
ー
ス
案
で
は
、
全
長
二
六
・
五
ｍ
の
う
ち
白
旗
山

環
境
林
内
一
二
・
三
肋
の
六
割
を
伐
採
し
て
新
設
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
大
会
誘

致
決
定
後
に
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
の
基
準
改
正
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
こ
の
問
題
を
一
層
複
雑
に
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

市
内
の
自
然
保
謹
に
関
心
を
持
つ
有
志
に
よ
っ
て
編

成
さ
れ
て
い
た
「
札
幌
の
自
然
を
守
る
会
』
（
代
表
梶
田

清
尚
）
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
白
旗
山
を
市
が
ユ
ニ

バ
大
会
の
距
離
会
場
と
し
て
計
画
を
打
ち
出
し
て
か
ら

一
貫
し
て
反
対
を
唱
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
後
札

幌
地
区
労
・
労
山
・
北
海
道
自
然
保
談
協
会
・
北
海
道

自
然
保
誰
連
合
な
ど
市
内
・
道
内
の
各
有
力
団
体
も
こ

の
新
コ
ー
ス
発
表
後
に
反
対
表
明
を
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
が
今
ま
で
の
自
然
保
誰
運
動
の
中
で
は
小
さ

_シ

な
問
題
だ
と
い
う
こ
と
の
理
由
に
は
、
ま
ず
こ
の
白
旗

山
都
市
環
境
林
、
昭
和
十
三
年
よ
り
伐
採
さ
れ
て
き
た

人
口
林
で
あ
り
昭
和
五
十
七
年
ま
で
は
、
林
業
経
営
の

場
所
と
し
て
利
用
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
一
昨
年
全
国
の
話
題
と
な
っ
た
知
床
の
原
生
林

的
な
森
林
の
保
設
と
は
、
対
象
と
な
る
林
相
が
違
い
ま

す
。
ま
た
都
市
環
境
林
の
名
の
ご
と
く
大
都
市
札
幌
に

近
接
し
た
位
置
に
あ
り
こ
の
白
旗
山
の
す
そ
ま
で
、
住

篭
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！

亀

白旗山はゴルフ場・演習場にとりかこまれている
〔

宅
の
波
が
よ
せ
て
来
て
い
ま
す
。
私
達
が
、
現
地
視
察

の
た
め
当
地
に
入
林
し
た
時
で
も
、
か
な
り
奥
ま
で
そ

の
日
地
元
の
ど
こ
か
の
学
校
の
運
動
会
が
あ
っ
た
ら
し

く
運
動
会
の
案
内
放
送
や
音
楽
が
流
れ
て
き
て
い
ま
し

た
。
ま
た
こ
こ
の
森
林
の
内
容
は
、
人
工
林
が
八
四
・

七
％
と
多
く
を
し
め
、
そ
の
中
で
も
カ
ラ
マ
ツ
が
全
体

の
七
十
三
％
と
典
型
的
な
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林
で
す
。
こ

の
北
海
道
の
中
に
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
タ
イ
プ
の
人
工

林
で
す
。
も
う
二
十
年
も
前
で
し
た
ら
こ
こ
に
、
ス
キ

ー
コ
ー
ス
を
造
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
持
ち
上
が
っ
て
も

お
そ
ら
く
は
、
反
対
す
る
者
さ
え
な
か
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
札
幌
市
も
こ
の
市
有
林
の
伐
採
に
対
し
て
、

反
対
連
動
が
発
生
す
る
な
ど
と
は
、
思
い
も
よ
ら
な
か

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
の
自
然
保
護
の
テ
ー

マ
と
し
て
は
、
主
に
貴
重
な
自
然
・
種
・
環
境
な
ど
が

中
心
と
さ
れ
て
き
た
の
で
す
か
ら
、
札
幌
市
の
当
惑
は

当
然
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
一
般
の
市
民
の
自

然
へ
の
関
心
の
変
化
は
、
三
年
前
に
室
蘭
で
す
で
に
、

始
ま
っ
て
い
ま
し
た
し
、
札
幌
市
内
で
も
、
西
岡
水
源

地
で
の
ボ
ー
ト
場
反
対
運
動
や
手
稲
山
ス
キ
ー
場
反
対

通
勤
な
ど
、
今
ま
で
の
自
然
保
護
運
動
と
は
、
す
こ
し

対
象
と
す
る
自
然
が
違
う
、
い
わ
ゆ
る
身
近
な
自
然
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

道
自
然
保
護
連
合
に
協
力
を
求
め
て
き
た
室
蘭
岳
ス

キ
ー
場
の
反
対
運
動
を
始
め
た
人
達
（
現
在
「
室
蘭
岳

の
自
然
を
守
る
会
」
）
に
案
内
さ
れ
て
、
現
地
調
査
に
行

っ
た
と
き
彼
等
が
守
ろ
う
と
し
て
い
た
、
室
蘭
岳
の
森

林
は
、
ま
さ
に
こ
の
白
旗
山
と
同
じ
都
市
近
郊
林
の
問

題
で
し
た
。
工
業
都
市
室
蘭
で
は
他
の
都
市
よ
り
も
は

っ
き
り
と
し
た
形
で
緑
へ
の
配
脳
が
欠
け
た
生
活
と
経

－3－
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白
旗
山
ス
キ
ー
コ
ー
ス
は
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
冬

季
大
会
誘
置
に
よ
っ
て
浮
上
し
て
き
た
計
画
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
の
主
役
で
あ
る
学
生

に
と
っ
て
ユ
ニ
バ
大
会
と
は
何
か
、
ス
キ
ー
コ
ー
ス

の
新
設
の
必
要
性
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
お
話
し
を

う
か
が
っ
た
。

学
生
の
競
技
者
は
ど
う
見
て
い
る
か

「
ス
キ
ー
場
の
横
を
夏
に
通
る
と
、
残
念
だ
な
、

と
は
思
い
ま
す
。
自
然
破
壊
っ
て
言
う
ん
で
す
か
。

新
し
く
コ
ー
ス
を
つ
く
る
必
要
は
基
本
的
に
は
あ
ま

り
必
要
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
札
幌
に
練
習
コ

ー
ス
が
不
足
し
て
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
し
。

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
興
味
あ

り
ま
せ
ん
。
自
分
の
練
習
で
せ
い
い
っ
ぱ
い
だ
し
、

北
海
道
の
大
学
か
ら
出
場
す
る
人
間
は
居
な
い
と
思

い
ま
す
よ
。
教
育
委
員
会
か
ら
お
話
し
を
き
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
」

ひ
と
り
ひ
と
り
の
学
生
の
意
見
を
聞
か
ず
、
市
民

の
意
見
を
受
け
入
れ
ず
計
画
を
進
め
て
き
た
市
当
局

に
と
っ
て
は
、
こ
う
い
う
意
見
も
寝
耳
に
水
な
の
だ

ろ
う
か
。

’
●

一

一覧表6次「札幌市縁の審議会」委員第済
・
行
政
が
行
な
わ
れ
て
来
た
の
で
し
ょ
う
。
都
市
近

郊
林
を
失
う
こ
と
へ
の
警
鐘
と
な
っ
た
こ
の
「
室
蘭
岳

の
自
然
を
守
る
会
」
の
人
達
が
守
ろ
う
と
し
て
い
る
森

は
、
室
蘭
市
に
残
さ
れ
た
、
わ
ず
か
な
自
然
林
だ
っ
た

の
で
す
。
こ
の
様
に
こ
こ
数
年
の
間
に
、
各
地
で
都
市

近
郊
林
を
守
ろ
う
と
す
る
動
き
が
出
は
じ
め
た
所
へ
今

回
の
市
有
林
の
開
発
計
画
で
す
。
反
対
運
動
が
出
て
か

ら
の
札
幌
市
の
対
応
は
、
こ
の
反
対
運
動
の
根
底
に
あ

一

る
意
識
の
変
化
を
理
解
出
来
ず
に
、
「
と
に
か
く
こ
の
札

幌
に
国
際
基
準
の
競
技
施
設
を
作
り
た
ど
と
の
一
点

張
り
で
、
市
内
の
町
内
会
長
等
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
緑

の
審
議
会
」
（
市
長
の
諮
問
機
関
）
に
こ
の
問
題
を
は
か

り
一
九
八
九
年
六
月
六
日
に
、
審
議
会
は
ゴ
ー
サ
イ
ン

を
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
白
旗
山
の
ス
キ
ー
場
問
題
は
、
八
月

中
旬
着
工
へ
動
き
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
白

－4－
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学識経験者

(5名）

藤女子大学教授

北海道大学名誉教授

北海道大学農学部教授
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北海道国土緑化推進委員会理事長

黒沢和夫

山田真弓

筒井 澄

飯田勝幸

中野正彦

市議会議員

(6名）

ラフ

自民党

自民党

社会党

社会党

公明党

自民ク

朝川利雄

青木 謹

吉田哲男

猪熊輝夫

丹野 勝
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(7名）
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上田叔子
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旗
山
の
周
囲
に
は
四
カ
所
の
ゴ
ル
フ
場
が
近
接
し
て
い

ま
す
。
ゴ
ル
フ
場
に
も
緑
は
あ
り
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
の

芝
生
や
景
色
と
し
て
の
白
樺
林
も
あ
り
ま
す
。
白
旗
山

は
そ
れ
ら
の
間
で
、
カ
ラ
マ
ツ
林
か
ら
針
広
混
交
林
へ

の
移
行
の
実
験
を
三
年
前
か
ら
は
じ
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
成
果
は
道
内
の
放
置
さ
れ
た
カ
ラ
マ
ツ
林
の
再
生

へ
つ
な
が
る
の
で
す
。
こ
の
白
旗
山
の
問
題
は
多
く
の

疑
問
を
残
し
た
ま
ま
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
名
の
も
と
に
ユ

要請書

札幌ili当局は、札幌iliHM(lll郁市鰯境林内に、 1991年のユニバーシアード冬期大会のため延
lt21.3km，副数mのIII際競技が可能な距雌スキー場の設証を汁画し、来る6月6I1の市の「緑
の審議会」においてその伺愈を得、霧1:に踏み切ろうとしていると聞いておりますが、私共北

海jf脚然保護連合に集絲している自然保護団体は、その!I'止をここに強く要諦いたします。ま
た、 「緑の審議会｣の委j･i各位におかれましては、その審搬会の名に後世恥じるところない御審
議を切に要舗いたします。

（理III)

l. n旗山都市環境林は、札幌市が所有している市有林の75%、 また市域内の民有林全体の
7.5％を占める貨砿な巾腿の財巌であり､その将来にわたっての保全と市民にとって燈も有効な
利IIIの確保は、市の亜大な貿任に属するものである。

2． 競技場造成I郡の対蚊とされているこの市有林については、 1984年に「白旗山郁市環境
林基本計勵」が「緑の審縦会」の審議を経て簸定され、以後30年という31画期間を股定して、
他の郁市にも誇るに足る郁市環境林に育成すべ〈、 目下計画の実施が進められている最中であ
る。基本計画によれば、 「本訓画の推進を殻いて、主としてカラマツ生産林から針広混交の複層
林へ転換移行することにより、 ･林床植物や鳥類、昆虫類などの鋤随物の自然的な復元や墹植が
はかられ、 まちのなかの公I薊では実施できない自然本来の姿を提供できる場として市民に開放

される」ことがめざされており、全体として本i汁画は、環境保全機能を保ちながら市民が自然
に親しむことのできる森林公刷の逓成を'1標としている｡そのために計画はわざわざチョウ頚、
トンボ頬、ホタルなどの復元とjW樅をもうたい、 rfl然教育の推進」や「自然観察の森』など計
画は、大郁市胤辺の森が年々失われていく状況に歯止めをかけ、市有林という有利な条件を活
H1して、盟平区をはじめ札幌のili民に、燈かな自然とのふれあいを将来にわたって確保推進し
ようとするものであって、碩徹的な評価に価する。

3． しかるに、整備中のこの都市環境林内に、当初の計闘には全く無かった距離スキー競技
場（ユニバーシアード蕊弛に合致するI副際鮠技場）を突如諦画・造成することは、広範な面積
と廷艇にわたって大量の樹木を伐採し、林層と生態系に敢大な破壊を及ぼし、離本計画そのも

のに致命的な捌傷を与・える結果になりかねない。光り1行なわれた北海道自然保護協会理事会と
ili緑化推進部との諾し合いでI¥Iらかにされたように、国際的な距離スキー競技場に要求される

雅準は、急こう配のひんぱんな登降を要求するため、 自然の破壊は一層大きくなる（斜面に木
材を組むコースを造成する簡所も必要とされる）反面、一般市民がここを「歩くスキー」など
に利1Mする可能性はほとんど全く存在しない。こうして大きな自然破壊が加えられることを正
踊化しうるような、市民への利益の還元は、ほとんど期存できず、逆に『動植物の自然的な復
元や噌植｣をもめざした当初計画の根本が危ぐされることは必死である。 （当ﾊiは、年一、二週
間の国際競技を市陛が参観できる、伐採後のコースは防火線として、 また夏のハイクコースと
して利剛できる、 という三点を「メリット」として挙げるのがせいぜいであるがこれが正当化
の理IIIにならないことは、 自明である｡）

4． さらに、 「札幌の自然を守る会｣が要求しているようなユニバーシアード大会コースに必

要な施設雅準の公1H1もいまだになされず、当地区以外に全逆的に候補地がありえないかどうか
の検討もほとんどされていない。また、設識に伴う樹木などの必要伐採本数、樹種も不明であ
I)、環境へのアセスメントも行なわれていない。

基本計間策定以後、 まだ五年も経ていないうちに計画そのものの精神に基本的相反し、札幌
市と市民の唯一の縁の財産を破壊しかねないこうした造成計画を民主的に強行することは、現
在と将来の札幌市と市民に取り返しのつかない被密を与えるとともに、周辺で計画されている
乱I#1発に絶好の11実を与えるものである。

匙
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
大
会
へ
提
供
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
す
。

私
達
は
、
今
気
付
き
は
じ
め
ま
し
た
。
身
近
な
所
に
あ

っ
た
小
さ
な
雑
木
林
や
何
か
の
偶
然
で
開
発
か
ら
と
り

残
さ
れ
た
森
、
国
立
公
園
や
秘
境
と
い
わ
れ
る
こ
と
の

な
い
自
然
、
多
少
人
手
も
は
い
っ
て
い
る
け
れ
ど
大
切

な
自
然
、
都
市
の
囲
り
に
は
、
そ
う
い
う
タ
イ
プ
の
自

然
が
ま
だ
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
こ
の
自

然
を
、
ど
う
し
ま
す
か
？
何
か
貴
重
な
も
の
な
ど
な
い

〔
こ
の
身
近
な
自
然
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
た
ら
、
ど
の
林

も
森
も
選
外
に
落
さ
れ
て
ゆ
く
で
し
ょ
う
。
し
か
し
こ

の
小
さ
な
自
然
を
大
切
に
出
来
な
け
れ
ば
大
自
然
と
い

わ
れ
る
数
々
の
森
林
を
守
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
に
存
在
す
る
問
題
は
い
つ
も
同
じ
な
の
で

す
。
白
旗
山
で
の
問
題
は
、
ま
さ
に
同
じ
重
さ
で
私
達

の
上
に
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
工
事
は
、
早
け
れ
ば

八
月
中
旬
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
時
期
皮
肉
に
も
、
私

達
「
北
海
道
自
然
保
護
連
合
」
は
知
床
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
為
、
斜
里
に
集
ま
っ

て
い
る
の
で
す
。
ま
さ
に
、
偶
然
で
必
然

な
日
程
で
は
あ
り
ま
す
。

※
今
後
こ
の
白
旗
山
ス
キ
ー
コ
ー
ス
問
題

で
最
も
有
効
な
手
段
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
国
際
本

部
へ
の
手
紙
で
の
直
訴
や
抗
議
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
方
法
は
あ
る
程
度
の
数
が
必

要
で
す
が
、
効
果
は
あ
り
ま
す
。
国
際
的

に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
為
の
自
然
破
壊
は
近

年
は
否
定
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
札

幌
市
の
様
な
「
考
え
方
」
や
「
対
応
」
の

方
が
む
し
ろ
特
異
な
の
で
す
。
御
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
（
手
紙
の
送
付
先
は
別

途
に
て
）北
海
道
の
自
然
を
考
え
る
会

前
田
重
和

Ｆ
Ｉ
Ｓ
本
部
の
住
所

言
○
号
異
国
筋
の
》
圏
一
勺
。
牌
囲
呂
邑
囹

呂
日
高
９
．
国
の
ｇ
の
昌
厨
閏
両
目

弓
彦
の
冒
扇
『
己
呉
さ
口
巴
の
蚕
甸
の
Ｑ
ｇ
ｇ
さ
国

－5－



『一一"､一一一~…一~~一‐~､‐~､~~一‐~､ ..､ .~..‐‐‐‐‐~､‐‐．.‐~､‐~､‐‐~"､1

遣有の ｜
；

状林現
｛
l
；

1l ･

I 1 リ
セ

6

i l 厚真町からの報告 I
E

I

： ！｛ 2．造有林管理室で

I 3. 「道有林野経営のあり方」 i
1

1

i 4"Ro'=-": |9
G

h U
4

6 9
§

§

‘ ～北海遣の森 ：その～ 1林行政 ① ｛
b

1l 可

し唇－－＝…唇--,.,--暉へ画．.､.，－－‘"＝筐一起一….､－－一声一‐＝=‐…｡匡､｡，＝＝－－＝‘＝､‘－．－．一一.－．－．，－．－一一一‘＝-.ゴタ

～

一
厚
真
町
か
ら

四
月
の
終
わ
り
、
厚
真
ダ
ム
近
く
の
農
家
の
方
か
ら

「
ウ
ラ
の
道
有
林
が
ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
に
切
ら
れ
て
い
る
。

今
年
は
山
菜
も
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
怒
り

の
電
話
が
事
務
所
に
入
っ
た
。
そ
こ
で
五
月
四
日
、
現

地
へ
行
き
写
真
と
ビ
デ
オ
を
取
っ
て
き
た
（
ビ
デ
オ
を

見
た
い
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
）
。

下
の
写
真
の
よ
う
に
、
山
腹
を
搬
出
道
が
走
り
、
谷

筋
は
土
砂
で
埋
ま
り
、
斜
面
は
崩
れ
て
き
て
い
る
。
こ

れ
で
は
山
菜
取
り
ど
こ
ろ
か
、
保
安
林
と
し
て
の
機
能

も
危
う
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
だ
。
保
安

林
解
除
の
認
可
は
受
け
た
の
だ
ろ
う
か
、
こ
の
荒
っ
ぽ

い
施
業
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
怒
り
と
疑
問
を
抱
き
、

道
庁
十
一
階
林
務
部
道
有
林
管
理
室
に
出
向
き
、
話

を
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

二
道
有
林
管
理
室
で

Ｑ
伐
採
の
仕
方
が
乱
暴
に
思
え
る
。
そ
れ
に
保
安
林

な
の
に
切
っ
て
良
い
の
か
。

Ａ
写
真
で
み
る
か
ぎ
り
、
こ
の
よ
う
な
作
業
道
の
開

設
に
よ
る
地
形
の
改
変
は
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
り
、

あ
の
地
方
の
自
然
の
復
元
力
か
ら
い
っ
て
も
、
特
に
問

題
に
な
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
・
保
安
林
に
お
け
る

伐
採
も
ぬ
き
ぎ
り
で
あ
る
択
伐
で
は
、
普
通
三
○
％
の

伐
採
率
ま
で
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
保
安
林
解
除
は
森

林
の
農
地
代
な
ど
将
来
と
も
林
地
と
し
て
の
利
用
が
不

可
能
に
な
る
場
合
等
に
必
要
と
な
る
手
続
き
で
あ
り
、

今
回
の
よ
う
な
通
常
の
択
伐
の
場
合
は
必
要
も
な
い
。

こ
の
写
真
で
は
伐
採
し
た
直
後
で
あ
る
た
め
、
土
砂
が

裸
出
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
路
面
は
何
も
生
え
て
い

な
い
の
で
日
当
り
も
良
く
、
カ
バ
ノ
キ
な
ど
が
す
ぐ
に

=ン

生
え
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
今
年
の
冬
は
暖
か

つ
た
の
で
、
普
段
よ
り
も
凍
土
婿
が
浅
か
っ
た
た
め
、

や
や
地
形
の
変
形
が
大
き
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

Ｑ
昔
の
切
り
株
が
あ
っ
た
が
、
直
径
六
十
叩
く
ら
い

の
も
の
が
多
か
っ
た
。
今
回
の
は
三
十
～
四
十
叩
と
細

く
な
っ
て
い
る
が
。

Ａ
道
有
林
の
天
然
林
で
は
同
じ
場
所
を
、
お
お
む
ね

二
十
年
に
一
回
伐
採
し
て
い
る
。
今
回
の
伐
採
木
が
昔

の
も
の
よ
り
細
い
の
は
、
森
林
が
若
返
っ
て
い
る
こ
と
、

並
び
に
樹
木
の
各
々
の
特
性
に
従
っ
て
伐
採
し
て
い
る

か
ら
と
考
え
て
い
る
。

見るも無残な伐採

『

○

団

Ｆ

，

繕
譲

『
『

望
認『
垂
ケ
ー
ー

ロニ
】
霊

噛鑿
1 ．

差－．

蓮
ノ

』

擬議謬r

魏
穐
藍

鑿蕊割
…
穀
亀
謹

夢

r

句
拝
】
三

譲
一

雪

壽篝 蕊謬購忍
一

一

二

雪舜
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蝿
心
懲
《
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慰
、
｜
：
で
一
縦

鐸
ｊ

Ｆ

綴
．
犀
》
斗

毎
■

夕
。

守
郵
、
臓

謹
総
切
奄
・
》
・
嘩
認
心
芋
織
》

Ｊ

面
夕
Ｌ
叩
一
守
り
唾

轟
今
Ｊ
］
留
辱
』
；
ヌ
や

午
一
』
一
ザ
白叫Ｐ》昼か

一

ヰ

ウー
サ
、
沁

争
字
《
〆
Ｂ
四
一
叩
〆需一

僻
駐
＃
》
ゞ
。
蕊
〃
、
〆
》
茎

マー

兵

●

？

▲

一
四
一
口
一
』
鵬
函
許
し
．
八
ｐ
一
・
歸
悪
△
逢
砂
回
．
。
Ｐ

〃
＆

藩

垂
琴

＝

今回の搬出道(左)も5年後には右の写真のようになるというが… し

Ｑ
施
業
計
画
は
地
元
に
伝
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
各
市
町
村
長
の
意
見
を
聞
い
て
五
年
毎
に
「
地
城

森
林
計
画
」
を
作
成
し
、
公
表
し
て
い
る
。
こ
の
な
か

で
実
際
に
伐
採
す
る
個
所
を
決
定
す
る
の
は
、
そ
の
前

年
あ
た
り
な
の
で
、
具
体
的
な
伐
採
個
所
を
あ
げ
、
年

毎
の
伐
採
計
画
、
伐
採
時
期
を
多
数
の
関
係
者
に
ち
く

い
ち
知
ら
せ
る
こ
と
は
無
理
で
す
。

Ｑ
伐
採
に
よ
り
楽
し
み
が
奪
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
。

Ａ
が
ま
ん
し
て
い
た
だ
く
し
か
な
い
。
伐
採
が
入
っ

た
林
班
で
の
山
菜
採
り
は
あ
き
ら
め
て
、
外
の
場
所
で

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

以
上
が
道
有
林
管
理
室
経
営
課
の
方
の
回
答
で
あ
る
。

ま
と
め
る
と
、
今
回
の
伐
採
は
心
配
い
ら
な
い
、
す
ぐ

に
森
林
は
復
元
す
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
。
け
れ
ど
も
、

お
話
し
の
筋
道
は
あ
く
ま
で
木
材
生
産
・
森
林
経
営
の

立
場
で
さ
れ
て
い
た
。

道
有
林
を
た
だ
経
済
の
面
か
ら
見
ず
に
、
地
球
の
環

境
を
保
全
し
て
い
る
森
林
と
し
て
位
置
づ
け
、
環
境
の

保
全
と
豊
か
な
生
活
環
境
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
は
出
来

な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
方
策
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

三
「
道
有
林
野
経
営
の
在
り
方
」

今
年
五
月
、
道
有
林
野
経
営
審
議
会
の
「
道
有
林
野

経
営
の
在
り
方
」
専
門
部
会
が
答
申
を
出
し
た
。
道
有

林
の
将
来
を
方
向
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
「
森

林
に
対
す
る
道
民
の
期
待
や
要
請
も
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
、
情
操
の
か
ん
養
、
保
健
休
養
の
場
と
し
て
の
利
用
、

あ
る
い
は
良
質
な
自
然
環
境
の
保
全
を
求
め
る
も
の
が

増
え
．
：
森
林
を
環
境
資
源
、
文
化
資
源
と
し
て
利
用
し

〔
向かいは皆伐された民有林､だからこそ道有林に期待する ょ

う
と
す
る
要
請
は
、
今
後
ま
す
ま
す
強
ま
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
」
と
分
析
し
て
い
る
。
そ
し
て
森
林
を
、

ア
「
優
れ
た
自
然
の
風
景
地
と
し
て
保
全
・
保
謹
す
べ

き
森
林
や
、
国
土
保
全
上
特
に
重
要
な
森
林
」
、
イ
「
水

源
か
ん
養
や
国
土
保
全
あ
る
い
は
快
適
な
生
活
環
境
の

形
成
等
の
た
め
に
維
持
・
育
成
を
必
要
と
す
る
森
林
」
、

ウ
「
林
地
生
産
力
が
高
く
効
率
的
施
業
の
可
能
な
森
林
」

の
三
つ
に
「
機
能
区
分
』
し
て
施
業
す
る
。
つ
ま
り
は

木
の
畑
と
公
園
・
保
安
の
森
林
に
分
け
管
理
し
て
い
く

の
で
あ
る
。
経
営
と
保
全
を
は
っ
き
り
区
分
け
す
る
。

森
林
を
経
済
資
源
と
し
て
見
る
他
に
環
境
資
源
。
文
化

資
源
と
し
て
捉
え
る
考
え
方
は
賛
同
で
き
る
。
け
れ
ど
、

あ
く
ま
で
人
の
「
利
用
」
と
い
う
視
点
な
の
だ
。
だ
と

雲

凸

－7－



峰越え林道､そして搬出道が奥地までい込む(左)､森の中に砂漠が出現することもある(右）
シ留萌林務署管内､雄冬山と天狗岳の間で

す
れ
ば
誰
も
「
利
用
」
し
な
い
人
目
に
つ
か
な
い
奥
地

天
然
林
で
、
国
土
保
全
に
重
要
で
な
い
森
は
ど
う
な
る

の
だ
ろ
う
。
沢
登
り
を
し
て
い
る
と
、
人
が
ほ
と
ん
ど

立
ち
入
ら
な
い
奥
地
で
林
道
が
延
び
、
伐
採
が
入
り
、

ス
ケ
ス
ケ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
森
に
よ
く
出
く
わ
す
。

知
床
や
大
雪
と
異
な
り
、
一
般
に
知
名
度
の
低
い
山
城

が
道
有
林
の
分
布
地
だ
け
に
心
配
な
の
だ
。

他
に
も
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
「
財
政
の
長
期
健
全

化
」
の
た
め
の
資
金
確
保
の
方
法
と
し
て
、
ア
「
略
」
、

イ
「
経
営
体
制
の
整
備
に
伴
う
不
要
用
地
、
そ
の
他
遊

休
賓
産
の
計
画
的
・
効
率
的
処
分
を
推
進
す
る
」
、
ウ
「
道

有
林
に
対
す
る
一
般
、
外
部
か
ら
の
利
活
用
の
要
請
に

は
、
弾
力
的
に
対
応
し
、
エ
「
：
収
益
分
収
方
式
等
に

つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、

イ
が
苗
畑
や
公
宅
用
地
の
売
却
、
ウ
が
「
道
民
の
森
」

に
見
ら
れ
る
民
活
だ
。
道
有
林
経
営
課
の
方
は
「
森
林

は
売
ら
な
い
い
、
環
境
へ
の
影
響
が
許
さ
れ
る
範
囲
例
」

と
答
え
る
が
。

四
道
民
の
二
Ｉ
ズ
と
は

「
あ
り
方
」
答
申
に
も
自
然
派
志
向
の
道
民
の
姿
が
猫

か
れ
て
い
る
。
「
道
民
の
森
」
も
道
民
の
ニ
ー
ズ
に
答
え

た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
、
道
民
が
話
し
合
い

を
持
ち
、
道
民
の
意
見
が
本
当
に
採
用
さ
れ
て
判
明
し

た
ニ
ー
ズ
な
の
だ
ろ
う
か
。
道
有
林
へ
の
意
識
調
査
は

郡
年
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
一
度
行
っ
た
と
言
う
。
そ
れ
で

充
分
な
の
か
。
道
民
が
意
見
を
出
し
合
っ
た
こ
と
も
な

く
、
話
し
合
い
を
納
得
い
く
ま
で
し
た
結
果
出
た
の
で

も
な
い
「
道
民
の
ニ
ー
ズ
」
と
は
何
者
な
の
だ
ろ
う
。

道
民
が
関
与
し
な
い
人
選
に
よ
る
審
議
会
と
は
？

森
林
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
民
主
主
義
が
問
わ
れ
て

林道を守るためにいつものパターン
雄冬山北東の留知暑寒別川で

琴

い

る
0

（
事
務
局
宇
仁
義
和
）

－8－



道有林の分布
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函館

北海道有林野経営審議会委員名簿 し審議経過

(昭和63年10月28日）

第1回専門部会

諮問について討議

事務局で資料等整理し次回へ

(昭和63年12月6日）

第2回専門部会

諮問について討議

(平成元年1月26日）

第3回専間部会

報告文作成

(平成元年3月1日）

第51回北海道有林野経営審議会

専門部会からの報告及び審議

(平成元年5月9日）

第52回北海道有林野経営審議会

答申文決定

区 分 氏 名 現 職 備考

市町村 長 東田耕一

本間泰次

小南甲三

芦別市長

増毛町長

津別町長

○

関係行政機関の職員 角舘盛雄 北海道営林局長

林業関係団体の役職員 松原東一郎

早川 昇

梅田善則

北海道木材協会会長

栄林会理申長

北海道森林組合連合会会長

学職経験を有する者 湊 武

小関隆騏

吉田則人

渡邊定
一

ﾌE

野島和夫

吉田英飼

宮内令
P

r

北海道林業会館理事

名寄女子短期大学学長

帯広畜産大学教授

東京大学農学部附属北海道演習林長

北海道拓殖銀行調査部長

北海道新聞社瞼説委員

北海タイムス社編集局報道部次長

○

○

○

臨時委 員

(学識経験）

千腰俊 膳

我満嘉 リ

高橋欣也

北海道林業改良普及協会会長

株式会社ばんけい 代表取締役社長

釧路公立大学教授

○

○

○



○
夕
張
岳
の
高
山
昆
虫

夕
張
岳
に
は
前
号
で
紹
介
し
た
ダ
イ
セ
ッ
ヤ
ガ
の
他

に
も
ミ
ヤ
マ
ウ
ン
モ
ン
ヒ
メ
ハ
マ
キ
、
ミ
ヤ
マ
ヒ
ロ
バ

ハ
マ
キ
な
ど
の
小
蛾
類
、
雪
溪
上
や
そ
の
周
辺
の
石
下

に
み
ら
れ
る
ユ
ウ
パ
リ
メ
ク
ラ
ミ
ズ
ギ
ワ
ゴ
ミ
ム
シ
、

ユ
ウ
バ
リ
メ
ク
ラ
チ
ビ
ゴ
ミ
ム
シ
、
ユ
ウ
バ
リ
チ
ビ
ゴ

ミ
ム
シ
の
三
種
の
甲
虫
類
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
一

九
三
六
年
に
芦
別
岳
か
ら
発
見
さ
れ
た
ク
モ
マ
エ
ゾ
ト

ン
ボ
と
一
九
八
三
年
に
同
岳
か
ら
発
見
さ
れ
た
ダ
イ
セ

ッ
タ
カ
ネ
フ
キ
バ
ッ
タ
も
氷
期
の
遺
存
種
と
考
え
ら
れ
、

夕
張
岳
か
ら
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
夕
張
山
地

の
重
要
性
を
物
語
っ
て
い
る
。

Ｏ
夕
張
岳
の
高
山
植
物
群
落

夕
張
岳
と
同
様
に
超
塩
基
性
岩
植
物
を
産
出
し
、
固

有
植
物
の
生
育
す
る
ア
ポ
イ
岳
と
比
較
し
て
も
、
そ
の

数
や
規
模
に
お
い
て
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
「
ア
ポ
イ
岳
高
山
植
物
群
落
」
は
一
九
三
九
年

に
は
国
指
定
の
天
然
記
念
物
と
な
り
、
一
九
五
二
年
に

至
り
、
こ
れ
が
国
指
定
の
特
別
天
然
記
念
物
と
し
て
以

前
に
も
増
し
て
手
厚
く
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ア
ポ
イ
岳
は
一
九
五
○
年
に
指
定
さ
れ
た
襟
裳
道
立
自

然
公
園
の
一
角
を
占
め
、
こ
れ
も
一
九
八
一
年
に
至
り

日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園
と
し
て
格
上
げ
さ
れ
て
い
る

一

事
実
も
み
の
が
せ
な
い
。

日
本
の
高
山
に
お
け
る
超
塩
基
性
岩
地
は
、
北
海
道

中
央
部
以
南
を
縦
断
す
る
形
で
、
更
に
孤
状
に
岩
手
県

の
早
池
峰
山
（
早
池
峰
国
定
公
園
）
か
ら
、
群
馬
県
の

至
仙
山
（
日
光
国
立
公
園
）
を
経
て
富
山
・
長
野
両
県

に
ま
た
が
る
白
馬
岳
（
中
部
山
岳
国
立
公
園
）
等
に
分

布
し
、
し
か
も
注
目
す
べ
き
は
い
ず
れ
も
国
立
ま
た
は

国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
山
岳
に
は
超
塩
基
性
岩
植
物
が
生
育
し
、
自
然
公
園

法
に
よ
り
、
国
立
・
国
定
公
園
ご
と
に
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
採
取
し
て
は
な
ら
な
い
高
山
植
物
を
具
体
的
に

種
名
を
あ
げ
て
数
多
く
列
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な

お
、
道
立
自
然
公
園
で
は
、
同
条
例
の
規
定
に
よ
り
、

特
別
地
域
内
の
高
山
植
物
等
の
指
定
を
公
園
ご
と
に
列

記
せ
ず
、
概
括
的
に
取
扱
い
、
固
有
植
物
名
を
具
体
的

に
あ
げ
て
い
る
例
は
少
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
我
々
は
夕
張
岳
全
山
を
国
指
定

の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
し
て
然
る
べ
き
も
の
で
あ

る
こ
と
を
主
張
す
る
と
共
に
、
富
良
野
芦
別
道
立
自
然

公
園
を
特
異
な
地
質
と
し
ゅ
う
曲
山
脈
、
固
有
高
山
植

物
の
生
育
地
、
北
海
道
で
は
海
岸
地
帯
を
含
ま
な
い
大

雪
に
次
ぐ
山
岳
公
園
と
し
て
、
「
富
良
野
・
芦
別
・
夕
張

国
立
公
園
」
ま
た
は
国
定
公
園
に
指
定
の
促
進
を
は
か

～

る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
訴
え
る
も
の
で

あ
る
。

○
ワ
ー
ル
ド
ス
キ
ー
場
計
画
に
つ
い
て

終
り
に
、
夕
張
市
に
居
住
し
、
過
疎
に
悩
む
地
域
の

実
情
を
十
分
認
識
し
て
い
る
我
々
で
あ
る
が
、
こ
と
「
夕

張
岳
ワ
ー
ル
ド
ス
キ
ー
場
開
発
」
に
関
し
て
は
対
案
を

持
た
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
夕
張
岳
は
、
前
述
し
た
と

お
り
、
も
と
も
と
一
切
開
発
す
べ
き
山
で
は
な
く
、
二

十
一
世
紀
へ
伝
え
る
べ
き
、
か
け
が
え
の
な
い
『
日
本

の
自
然
』
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
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アポイ岳と夕張岳の概要

し

し

-11-

項 目 ア ポ イ 岳 夕 張 岳

位 置 北海道様似郡様似町字様似 北海道夕張市鹿島･空知郡南富良野町字金山

標 高 810.6m 1667.8m

自
然
公
園
指
定
状
況

道立自然公園

国定公園

名 称

指定年月日

面 横

名 称

指定年月間

面 横

襟裳道立自然公園

1950 (昭和25年) 8月15日

28,319ha

日高山脈襟裳国定公園

1981 （昭和56）年10月1日

103.447ha

富良野芦別道立自然公園

1955 （昭和30）年4月19日

35,756ha

指定なし

夕張岳は、国立または国定公園指

定の条件を十分に滴たしており、仮

称「夕張山地国立（国定）公園」と

して指定の促進をはかるべきである。

天
然
記
念
物
指
定
状
況

天然記念物

(国指定）

特 別

天然記念物

(国指定）

名 称

指定年月日

面 積

名 称

指定年月日

面 積

アポイ岳高山植物群落

1939 （昭和14）年9月7日

300ha弱

アポイ岳高山植物群落

1952 （昭和27）年3月29日

359.91ha

指定なし

指定なし

夕張岳では、山麓の一部の蛇紋岩

露岩地にも本来の高山植物が降下し

ている現象がみられる。従って群落

地にとどまらず夕張岳全山を早急に
特別天然記念物に指定すべきである。

固 有 植 物

固有種 5種(？）

固有変種 2種(？）

計 7種（？）

固有種5種、固有亜種2種、

固有変種3種（内1種は検討中)、

品種として固有のもの 2種

計 12種

主な野生動物

ナキウサギα〃ofo"α血妙EFbo"a

(PALLAs,1831)

＊亜種エザナキウサギα〃0〃"a

AjPe"0jnzyesoe"siSKIsHIDA,

1930とすることもある。

左に同じ

(夕張岳は国内における最も西南部

の棲息地として重要である｡）

そ の他の事項

アポイ岳は、道立自然公園の一部

として指定され、のちに国定公園に

格上げされていること。また、宮部

金吾博士など植物学者により植物群

落保存の必要性が主張され可成早い

時期に天然記念物に指定されて、 こ

れものちに特別天然記念物に格上げ

されていることは夕張岳の場合と好

対照であり、その経過は十分に吟味、

検討されなければならない。

日本の著名な高山の超塩基性岩地

は、夕張岳をはじめとして弧状に分

布し、 日高の戸蔦別岳、アポイ岳を

経て岩手の早池峯山（国定公園内)、

日光の至佛山（国立公園内)、富山．

長野にまたがる白馬岳(国立公園内）

などにつらなり、そこに生育する植

物群は自然公園法の規定により、具

体的に種名をあげて保護の手立てが

講じられている｡これらの事実から、

夕張岳がいかに軽んじられてきたか

が理解できるのである。



知床生態系保護地域設定委員会の構成についての要請

妃

拝啓盛夏の頃貰職におかれましては益々御消栄のことと拝察お慶びIIIし上げます。

さて私共は現在，北海道自然保護協会，知床自然保護協会と共同して8月斜Ⅲ町において側

伽する『I1本の森と生活を考える全国シンポジウム」の成功のため．全組織をあげて取り組ん

でおりますが， シンポ開催の趣旨は，次の点にあります。

昨年12月に出された林野庁の「林業と自然保溌に側する検討委員会」の報告は，知床IEI有林

伐採問題について私共がかねて提起していた見解に共通するところが多い「森林生態系保渡地

域』など，ユネスコの新しい自然保謹思想を取り入れて，伐採のI|'止を提言いたしました。さ

らに答申は「1．森林についての自然保護の概念を即lらかにすること， 2，森林の持つ機能に

対処した地幣区分を行なうこと， 3，地帯区分が行なわれた各種の森林に対処して， それぞれ

適切な保護・管理の手法を確立するとともに， その割H1負担のあり方について検討すること」

の三点について「国民の合意を得る必要」を強調しております。

まさに，国民との協同と合意なしに, H本の似ｲj林が守られる保障はありません。私共は，

雑木的にこの考え方を歓迎し，危機にある日本の国有林IMI題を前向きに解決するために， この

共通点を拡大して林野当励との今後の協同を促進することを念噸して，林野庁当崎の特別講演

を含むこのシンポジウムの側催を決意したのであります。

ところで，本年度に設設される全国12か所の「生態系保謹地域般定委員会」の柵成と連徴の

あり方は， この「国民との合意」を典に実現するか，それともそれを一片の美辞腿句にとどめ

るかにかかわる，決定的に砿要な位樅を占めるものと，私共は受け取っております。

しかるに，雌近伝えられる当該委負会の構成案は，私共の期待からいちじるしく離れている

ことをここに貸職に強く指撤せざるをえません。予定されていると倣えられる15名の委負のな

かには， 自然保識団体からの代表は地自然保獲協会の会及ただ一人が含まれているのみであり

ます。今回の答41が生れる泣接の契機となった知床国有林伐採問題において，実際に連動がか

かわった全経過からもお判り覗けるように，真に実効ある自然保穫連動の代表を十分にその術

成に含めることは「国民との合意」を成功裡に進めて行くうえで第一義的に不可欠なことであ

ります。 しかも．今回の委員会の当面の仕躯が知床国立公1測内の森林生態系保護地域にあるに

もかかわらず，現地の知床自然保謹協会から委員を迎えないことは「国民の合愈」という答'l'

の思想を真剣に受け止めておられるのかどうか，鍼に理解に苦しむところであります。私共は

以上の理由から，通協会の代表に加えて，北海巡自然保讃巡合ならびに現地の知床自然保護協

会から，各団体の推薦を11｝て，委典を選任されることを， ここに強く要舗致します。

なお，あわせて私共は．委員会の運営について，次の謝点を要淵IIIし上げます。

1. 委員会の述営にあたっては，当局の提案だけを形成的に審査する従来の審議会の方式を

踏襲せず，各委員の提案を尊顔し，十分の民主的審議を尽くされること。

2． 決定に先立ち，住民に対する公聴会等を実施して，倣民のﾒiと要望とを-1.分に取り入れ

ること。

3． 保護地域設定が答ll'での12か所に限定され，本道のなお無数にある候棚地が無視される

かどうかに，迦民の1期心は向けられております。 もしそのようなことになれば．林野当局に対

する信頼は完全に失墜いたします。今回の委員会が， このような懸念をあらかじめ一締される

措溌を早急に取られること。

＝

＝

以」

昨
年
十
二
月
七
日
、
「
林
業
と
自
然
保
護

に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
の
答
中
が
出
さ

れ
た
。
こ
の
答
申
を
受
け
た
今
年
四
月
十

一
日
、
「
保
護
林
の
再
編
・
拡
充
に
つ
い
て
」

と
い
う
通
達
が
各
営
林
局
に
下
さ
れ
た
。
同

時
に
各
営
林
局
経
営
部
長
・
営
林
支
局
業

務
部
長
に
あ
て
「
保
謹
林
設
定
要
領
・
運

営
に
つ
い
て
閲
」
と
い
う
文
書
が
林
野
庁

経
営
企
画
課
長
よ
り
発
せ
ら
れ
た
。
こ
れ

を
受
け
「
知
床
森
林
生
態
系
保
護
地
域
設

定
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が

委
員
の
な
か
に
自
然
保
護
団
体
か
ら
選
出

さ
れ
て
い
る
の
が
八
木
健
三
氏
（
北
海
道

自
然
保
護
協
会
会
長
）
の
み
で
あ
る
た
め
、

連
合
か
ら
も
委
員
が
派
過
さ
れ
る
よ
う
要

請
文
を
送
る
こ
と
を
第
三
回
常
務
委
員
会

で
決
定
し
た
。
上
が
そ
の
全
文
で
あ
る
。
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〈知床森林生態系保護地域設定委員会(案)＞
（敬称省略アイウエオ順）

小関隆祇 名寄女子短期大学学長

田ロ 豊 森林総合研究所北海道支所長

俵 浩三 専修大学北海道短期大学教授

千葉 茂 王子製紙(株)林木育種研究所長

土屋文男 北海道自然環境保全審議会委員(野生生物部会）

中野正彦 北海道国土緑化推進委員会理事長

能勢誠夫 北海道木材協会副会長

浜地準男 北海道新聞社論説委員

東 三郎 北海道大学名誉教授

宮内令子 北海タイムス社編集局報道部次長

八木健三 （社)北海道自然保謎協会会長 し
渡避定元 東京大学北海道演習林長

◇知床国有林に関わる地域委員

午来 昌 斜里町長

佐藤盛雄 羅臼町長

梨田安直 北見地方木材協会会長

<小 委 員 会(案)＞
(森林生物遺伝資源保存林の設定を中心とする小委員会敬称省略アイウエオ順）

五十嵐恒夫 北海道大学農学部教授

片寄 線 北海道林木育種場育種課長

田口 豊 森林総合研究所北海道支所長

辻井達一 北海道大学農学部教授

藤巻裕蔵 帯広畜産大学教授

(＝

まだ間に合う〃
知床全国シンポの参加受付を廷長中です。

○エクスカーションは全て締切りました。シ

ンポジウムの参加のみとなりますが、知床

の自然を観るのは仲間と出来る。

○全国交流会だけとか、講演だけとか、「切り

売り」もします。フラリと当日来るのも、

ええんとちやうかぁ。
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１
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一
ｔ
一
４

一
す
。
一

一
エ
ゾ

ー
さ
二

一

一
の
ぞ

一
連
、

一
ス
全

一

一
し
て

一
北

１海
道
に
は
三
種
類
の
リ
ス
の
仲
間
が
す
ん
で
い
ま

一
す
。
エ
ゾ
リ
ス
、
エ
ゾ
シ
マ
リ
ス
、
エ
ゾ
モ
モ
ン
ガ
で
す
。

一
エ
ゾ
リ
ス
は
他
の
二
種
よ
り
一
回
り
大
き
く
、
体
の
長

一
さ
二
二
～
二
三
皿
尾
の
長
さ
十
七
～
二
○
叩
（
毛
を

あ
ぞ
い
て
）
で
す
。
エ
ゾ
リ
ス
は
朝
鮮
半
島
、
中
国
、
ソ

一
連
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
か
け
て
す
む
ユ
ー
ラ
シ
ア
ア
カ
リ

夏
（
キ
タ
リ
ス
）
と
同
じ
種
類
で
す
。
森
林
を
す
み
か
と

一
し
て
い
ま
す
が
、
木
の
多
い
公
園
な
ど
に
も
す
ん
で
い

一
ま
す
。
北
海
道
で
は
平
地
か
ら
標
高
一
六
○
○
ｍ
ま
で

お
山
地
の
林
に
す
ん
で
い
ま
す
。
樹
の
上
で
の
生
活
に

一
適
し
た
体
を
も
っ
て
お
り
、
す
る
ど
い
か
ぎ
爪
を
も
つ

一
た
手
足
は
ジ
ャ
ン
プ
カ
が
強
く
、
長
く
ふ
さ
ふ
さ
し
た

一
尾
は
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
毛
色

冨
冬
毛
は
灰
か
っ
色
で
す
。
夏
毛
は
多
く
は
こ
い
茶
色

一
で
す
が
、
明
る
い
茶
色
や
黒
っ
ぽ
い
個
体
も
み
ら
れ
ま

一
す
。
ま
れ
に
、
ア
ル
ビ
ノ
の
白
い
リ
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。

一
エ
ゾ
リ
ス
の
食
べ
物
は
ク
ル
ミ
、
ド
ン
グ
リ
、
い
ろ

一
で
す
が
、
明
る
い
茶
色
や
黒
っ
ぽ
い
個
体
も
み
ら
れ
ま

一

|ま

を
運
び
込
み
ま
す
。

一
す
。
ま
れ
に
、
ア
ル
ビ
ノ
の
白
い
リ
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。
エ
ゾ
リ
ス
の
妊
娠
期
間
は
三
十
八
～
三
十
九
日
で
、
一

一
エ
ゾ
リ
ス
の
食
べ
物
は
ク
ル
ミ
、
ド
ン
グ
リ
、
い
ろ
三
月
～
八
月
に
子
を
産
み
ま
す
。
一
回
に
－
１
七
頭
の
一

厨
ろ
な
マ
ツ
の
実
、
ニ
レ
や
サ
ク
ラ
、
グ
ワ
の
実
な
ど
子
を
、
年
に
一
～
二
回
産
み
ま
す
。
産
ま
れ
た
と
き
は
一

一
木
の
実
が
主
食
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
木
の
芽
、
体
の
長
さ
六
～
八
ｍ
、
尾
の
長
さ
三
ｍ
、
重
さ
八
～
十
一

に
韮
詫
手
排
繩
聿
沌
雌
砿
州
詑
鍼
梁
湘
馳
魑
“
”
肌
汽
一

一
花
、
樹
液
、
昆
虫
、
烏
の
卵
な
ど
も
食
べ
ま
す
。

一
リ
ス
は
食
物
を
貯
え
る
こ
と
で
有
名
で
す
が
、
エ
ゾ

ー
リ
ス
も
実
り
の
炎
い
秋
に
は
た
く
さ
ん
の
食
物
を
貯
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
半
月
も
す
る
と
独
立
し
ま
一

一
ま
す
。
貯
え
る
食
物
は
ク
ル
ミ
の
実
、
ド
ン
グ
リ
、
チ
す
。
生
後
三
ヵ
月
に
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
子
リ
ス
は
一 I

一一一幸一一一の"‐－産＝』■七一一一曲一一

１
１

⑨
エ
ゾ
リ
スＩ

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

＝

す
。
食
物
の
種
類
に
よ
り
貯
蔵
場
所
は

心
得
て
い
る
よ
う
で
す
。
貯
え
ら
れ
た

食
物
は
長
い
冬
の
間
の
大
事
な
食
料
と

な
り
ま
す
。

エ
ゾ
リ
ス
の
活
動
時
間
は
日
中
で
、

活
動
の
開
始
は
日
の
出
の
頃
で
す
。
あ

た
た
か
い
季
節
は
日
中
休
息
タ
イ
ム
を

入
れ
て
、
再
度
活
動
し
、
日
の
入
頃
に

巣
に
も
ど
り
ま
す
。
し
か
し
、
寒
い
冬

に
は
日
中
の
途
中
で
活
動
を
や
め
、
巣

に
も
ぐ
り
込
み
、
次
の
日
の
朝
ま
で
巣

か
ら
出
て
き
ま
せ
ん
。
冬
の
巣
は
小
枝

を
集
め
た
内
部
に
コ
ケ
や
軟
い
木
の
皮

を
た
く
さ
ん
つ
め
こ
ん
で
あ
り
、
た
い

へ
ん
あ
っ
た
か
そ
う
で
す
。
木
の
洞
（
う

ろ
）
を
巣
に
す
る
場
合
も
木
の
皮
な
ど

ヨ
ウ
セ
ン
ゴ
ョ
ウ
の
松
の
実
（
こ
の
松
は
外
来
種
）
な
せ
い
ち
生
地
を
離
れ
、
分
散
し
て
い
き
ま
す
。

ど
で
、
軟
い
地
面
や
枯
葉
を
点
々
と
ほ
っ
て
、
少
し
ず

北
海
道
も
少
し
ず
つ
開
発
が
進
み
、
森
林
が
少
な
く
な
↑

つ
（
ク
ル
ミ
な
ら
一
個
ず
つ
）
う
め
て
い
き
ま
す
。
ほ

っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
エ
ゾ
リ
ス
は
い
つ
ま
で
も
身
近
な
↓

か
に
木
の
枝
な
ど
に
も
引
っ
か
け
て
貯
え
る
こ
と
も
あ

動
物
と
し
て
生
き
残
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
・

り
ま
す
。
キ
ノ
コ
は
ほ
と
ん
ど
木
の
上
に
貯
え
ら
れ
ま

（
絵
と
文
宝
川
範
久
）
。

。
。
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6

1

一

一
は
世
界
各
国
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
を
報
ず
る
他
、
特

集
を
組
む
。
八
八
年
四
月
号
は
「
海
洋
汚
染
」
を
特
集

し
た
。
二
は
主
に
乾
燥
化
地
で
の
現
状
を
報
告
す
る
他
、

砂
漠
で
の
農
法
開
発
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
が
あ
る
。
三
は

工
場
周
辺
で
の
生
活
環
境
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
中

心
に
扱
う
。
イ
ン
ド
の
ボ
パ
ー
ル
化
学
工
場
へ
の
言
及

が
目
立
っ
た
。
（
・
認
．
ｚ
○
・
＄
。
日
本
で
言
え
ば
「
公
害
」

に
相
当
す
る
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
も
の
だ
。

こ
れ
ら
は
全
て
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
二
階
に
あ

る
「
国
連
寄
託
団
書
館
」
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
誰
で

も
利
用
出
来
る
（
た
だ
し
閲
覧
の
み
）
。
全
文
英
語
だ
が
、

写
真
を
見
る
だ
け
で
も
価
値
が
あ
る
。

（
字
仁
）

貢
ご
ｚ
両
勺
。
Ｑ
蔚

二
、
ロ
＄
閏
匡
胃
豊
ｇ
ｏ
ｇ
耳
巳
国
呈
興
ヨ
（
砂
漠

化
防
止
通
信
）

三
、
ヨ
号
里
ご
画
ａ
ｇ
ａ
８
目
昂
具
（
産
業
と
環
境
）

い
ず
れ
も
国
連
の
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
．
洋
８
ｚ
異
ご
用

国
昌
８
．
．
局
具
勺
目
四
目
冒
邑
が
発
行
し
て
い
る
（
一

と
二
は
年
六
回
、
三
は
年
四
回
）
。 リ
-14-



○
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
一
万
年
祭

日
時
八
月
九
日
㈱
～
十
日
㈱
（
小
数
民

族
自
決
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
近
代
文

明
へ
の
警
鐘
、
二
風
谷
、
沙
流
川

ダ
ム
反
対
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
人
間

の
欲
望
と
地
球
の
問
題
）

八
月
十
九
日
㈹
～
二
○
日
側
（
十

九
日
正
午
カ
ム
イ
ノ
ミ
、
オ
ー
ル

ナ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
）

会
場
北
海
道
勇
払
郡
穂
別
町
上
仁
和

（
Ｊ
Ｒ
日
高
本
線
富
川
駅
よ
り
日

高
バ
ス
穂
別
行
に
乗
り
仁
和
停
留

所
降
車
）

な
お
、
八
月
一
日
よ
り
現
地
で
キ
ャ
ン

プ
可
能
と
な
り
ま
す
。
会
費
は
二
千
円
で

す
。連
絡
先
北
海
道
沙
流
郡
平
取
町
一
万

年
祭
実
行
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ
’

○
一
四
五
七
’
二
’
二
○
六
一

（
山
道
方
）

○
知
床
シ
ン
ポ
実
行
委
員
会

第
八
回
実
行
委
員
会
七
月
二
十
九
日
㈹

第
九
回
実
行
委
員
会
八
月
五
日
出

い
ず
れ
も
午
後
三
時
よ
り
、
連
合
事
務

局
で
行
い
ま
す
。

○
第
十
回
全
国
自
然
保
漣
学
生
連
絡
会

日
時
八
月
十
九
日
出
～
二
十
一
日
⑪

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

会
場
山
梨
県
都
留
文
科
大
学
（
中
央
線

大
月
駅
よ
り
富
士
急
行
線
に
乗
替

十
日
市
場
下
車
）

内
容
文
科
会
（
水
問
題
、
そ
の
他
）
、
ム

サ
サ
ビ
観
察
会
、
コ
ン
パ
、
イ
ベ

ン
ト
（
内
容
未
定
）

申
込
〒
棚
山
梨
県
都
留
市
十
日
市
場
六

堀
口
ア
パ
ー
ト
第
二

村
尾
紀
世
気
付

壷
○
五
五
四
’
四
五
’
二
二
六
二
鰯

環
境
問
題
や
自
然
保
談
に
関
心
の
あ
る

学
生
・
社
会
人
の
交
流
会
と
し
て
毎
夏
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
京
都
大
学
が
会

場
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
参
加
者
は
シ

ュ
ラ
フ
が
必
要
で
す
。

○
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
販
売
と
会
員
・
賛
助
会
員

の
募
集

１
ウ
パ
リ
コ
ザ
ク
ラ
の
会
で
は
会
員
・

賛
助
会
員
の
募
集
（
い
ず
れ
も
一
口
千
円
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
御
力
添
え
下

さ
い
。
ま
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
販
売
も
行
っ
て

い
ま
し
た
が
（
サ
イ
ズ
各
種
一
五
○
○

円
）
た
だ
今
品
切
中
と
な
っ
て
い
ま
す
。

再
販
の
予
定
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

〒
咄
１
Ｍ
夕
張
市
千
代
田
三
番
地
一
四
Ｈ

五
六
～
一
～
二
○
四

ね
っ
と
わ
’
く

ー

１
ウ
パ
リ
コ
ザ
ク
ラ
の
会
事
務
局

三
浦
真
也

念
○
一
二
三
五
’
二
’
一
五
七
七

郵
便
振
替
小
樽
八
’
四
三
七
四
七

○
資
料
集
『
室
蘭
岳
よ
永
遠
の
緑
な
れ
』

の
販
売
と
異
蟻
意
見
書
の
集
約

室
蘭
岳
の
自
然
を
守
る
会
は
結
成
二
周

年
を
記
念
し
て
資
料
集
『
室
蘭
岳
よ
永
遠

の
緑
な
れ
』
を
編
集
・
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

会
の
活
動
を
新
聞
記
事
に
よ
り
跡
づ
け
た

も
の
で
Ｂ
４
一
五
○
ぺ
ｌ
ジ
と
ボ
リ
ュ
ウ

ム
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
部

千
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
お
申
し
込

み
下
さ
い
、
連
合
事
務
局
に
も
一
○
部
あ

り
ま
す
（
送
料
三
○
○
円
）
．

ま
た
「
異
融
意
見
書
」
の
中
間
集
約
を

七
月
に
行
い
ま
す
。
「
守
る
会
」
又
は
連
合

事
務
局
で
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
お
力
添
え

下
さ
い
。

〒
側
室
蘭
市
港
北
町
五
丁
目
九
六
番
地

室
蘭
岳
の
自
然
を
守
る
会
事
務
局

三
浦
進

訟
○
一
四
三
’
五
五
’
七
七
一
六

お
わ
び
と
訂
正

前
号
に
次
の
よ
う
な
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

○
八
ぺ
ｌ
ジ
中
段

誤
事
務
局
長
に
前
田
重
利
（
歩
使
い
ど

う
の
自
然
を
考
え
る
会
）

(_〆

正
事
務
局
長
に
前
田
重
和
（
北
海
道
の

自
然
を
考
え
る
会
）

○
同
下
段

誤
常
務
委
員
会
に
は
現
五
団
体
に
加

え
、
新
た
に
札
幌
周
辺
の
自
然
を
考

え
る
会
、
大
雪
の
自
然
を
守
る
会
が

加
わ
り
、
七
団
体
で
構
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

正
常
務
委
員
会
に
は
現
五
団
体
に
加

え
、
新
た
に
札
幌
周
辺
の
自
然
を
考

え
る
会
、
大
雪
の
自
然
を
守
る
会
が

加
わ
り
、
六
団
体
で
構
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
左
に
続
く
表
か
ら
も
札
幌
周

辺
の
自
然
を
守
る
会
が
抜
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

○
十
四
ペ
ー
ジ
奥
付

誤
代
表
宇
仁
義
和

編
集
者
井
山
浩
一

正
代
表
稲
田
孝
治

編
集
者
字
仁
義
和

以
上
の
点
訂
正
い
た
し
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
し
て
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
。
（
宇
仁
）
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○
批
判
受
け
市
道
の
計
画
変
更

道
立
野
幌
森
林
公
園
に
隣
接
す
る
天
然

林
を
伐
採
し
、
市
道
造
成
を
計
画
し
て
い

た
江
別
市
は
「
企
業
の
た
め
に
天
然
林
を

切
る
の
か
」
と
い
う
批
判
を
受
け
「
リ
サ

ー
チ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
・
ノ
ー
ス
構
想
」

で
の
企
業
間
連
絡
路
の
計
画
を
変
更
し
た
。

（
四
・
二
十
七
朝
日
）

○
ゴ
ル
フ
場
造
成
・
計
画
、
空
前
の

四
十
三
ヶ
所
、
既
存
含
め
一
六
八
ヶ
所

リ
ゾ
ー
ト
開
発
競
争
が
全
道
で
激
化
す

る
中
、
ゴ
ル
フ
場
が
造
成
中
の
も
の
が
十

七
ヶ
所
、
計
画
が
具
体
化
し
て
い
る
も
の

を
含
め
る
と
四
三
ヶ
所
、
既
存
の
一
二
五

ヶ
所
と
合
わ
せ
合
計
一
六
八
ヶ
所
に
な
る
。

経
営
主
体
は
大
半
が
本
州
資
本
だ
と
い
う
。

（
五
・
十
四
道
新
）

○
リ
ゾ
ー
ト
フ
ィ
ー
バ
ー
、
道
は
実
態
鯛

査
へ
道
の
「
富
良
野
・
大
雪
リ
ゾ
ー
ト
地
域

整
備
構
想
」
が
、
総
合
保
養
地
域
整
備
法

（
リ
ゾ
ー
ト
法
）
の
適
用
を
受
け
た
こ
と

に
よ
り
、
全
道
で
リ
ゾ
ー
ト
開
発
競
争
が

激
化
し
て
い
る
。
特
に
炭
鉱
閉
山
が
影
を

落
と
す
空
地
管
内
で
は
各
自
治
体
が
次
々

と
構
想
を
打
ち
立
て
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
、
道
は
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
リ
ゾ
ー

切
り
抜
き

卜
連
担
都
市
構
想
を
掲
げ
て
い
な
が
ら
、

全
道
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計
画
の
実
態
を
つ

か
ん
で
い
な
い
。
そ
こ
で
本
年
度
、
実
態

調
査
に
乗
り
出
す
。

（
五
・
十
五
道
新
）

Ｏ
国
立
公
園
の
大
型
開
発
・
規
制
緩
和
を

提
言
自
然
環
境
保
全
審
議
会
の
「
利
用
の
あ

り
方
検
討
小
委
員
会
』
は
、
自
然
公
園
を

①
野
生
体
験
型
②
自
然
探
勝
型
③
風
景
鑑

自然環境保全審議会自然公園部会
L

j 利用のあり方検討小委員会委員名簿

委員長

委貝

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

船
宇
生
江
大
木
塩
清
中
沼
信
林
茂
森

㈹全国労働金庫協会理事長

伽国民休暇村協会常務理事

評論家

財日本緑化センター専務理率

伽国立公園協会理事長

千葉大学教授

東京農業大学教授

東京芸術大学名誉教授

伽日本鳥類保護連盟専務理事

淑徳大学教授

社会保険審査会委員長

東京情報大学学長

地域振興整備公団総裁

細日本公園緑地協会副会長

後
野
内
藤
井
原
田
家
坪
田
澤

正道

佐

玲子

素彦

道夫

啓吉

敏志

清

繼治

眞

清

雄二郎

俊

尭夫

賞
型
④
自
然
地
保
養
型
の
四
つ
に
分
類

し
、
そ
の
内
④
で
は
「
滞
在
地
保
養
や
施

設
型
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
認
め
る
地
域
」

と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
他
、
特
定
地

区
へ
の
入
山
規
制
の
意
味
も
込
め
て
混
雑

税
な
ど
料
金
徴
収
も
検
討
す
べ
き
だ
、
と

し
て
い
る
。

（
五
・
二
五
朝
日
）

○
十
五
の
井
戸
に
有
機
溶
剤

札
幌
市
が
発
表
し
た
「
平
成
元
年
度
版

串

本小委員会は、 自然公園における利用のあり方を検討する

ため、昭和62年8月、 自然環境保全審議会自然公園部会に設

澄された。
ーン

公
害
白
書
」
に
よ
る
と
、
市
内
十
五
ヶ
所

の
井
戸
水
か
ら
基
準
値
を
超
え
る
有
機
容

剤
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
ゴ
ル
フ
場
の

農
薬
使
用
に
つ
い
て
は
市
内
十
三
ヶ
所
の

ゴ
ル
フ
場
に
散
布
計
画
を
事
前
に
提
出
さ

せ
て
監
視
す
る
な
ど
、
具
体
的
に
手
を
打

つ
段
階
に
な
っ
た
。

（
六
・
三
朝
日
）

○
「
千
歳
川
放
水
路
は
見
切
り
発
車
せ
ぬ
」

「
原
子
力
は
日
本
の
た
め
に
推
進
」

井
上
道
開
発
庁
長
官
は
三
日
の
記
者
会

見
で
千
歳
川
放
水
路
建
設
問
題
に
つ
い
て

「
基
本
的
に
は
、
計
画
を
軌
道
に
乗
せ
て

い
く
。
し
か
し
地
域
の
皆
さ
ん
の
懸
念
に

対
し
、
見
切
り
発
車
す
る
こ
と
は
い
け
な

い
。
計
画
に
は
技
術
的
懸
念
が
な
い
こ
と

を
（
地
元
に
）
十
分
説
明
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。
幌
延
町
の
高
し
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
貯
蔵
・
研
究
施
設
問
題
で
は
「
原

子
力
は
日
本
の
た
め
に
推
進
し
な
く
て
は

い
け
な
い
。
貯
蔵
・
研
究
施
設
は
、
中
身

や
規
模
を
住
民
に
し
っ
か
り
説
明
し
、
理

解
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
」
と
語

っ
た
。

（
六
・
四
道
新
）

○
白
旗
山
ス
キ
ー
競
技
場
建
設
、

審
醗
会
が
ゴ
ー
サ
イ
ン

札
幌
市
緑
の
審
議
会
は
二
月
に
設
置
さ

れ
た
小
委
員
会
の
「
競
技
場
の
建
設
は
や

む
を
得
な
い
」
と
す
る
報
告
書
を
承
認
し
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た
。
反
対
意
見
は
出
な
か
っ
た
。

（
六
・
六
朝
日
）

○
原
子
力
推
進
は
必
要
山
崎
環
境
庁
逗
官

山
崎
竜
男
環
境
庁
長
官
は
朝
日
新
聞
社

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
地
球
の
温
暖
化
防

止
へ
の
取
り
組
み
を
問
わ
れ
「
い
ま
の
と

こ
ろ
、
化
石
燃
料
の
代
替
と
し
て
実
用
し

て
る
の
は
原
子
力
で
す
」
「
私
の
個
人
的
な

考
え
か
ら
言
え
ば
、
原
子
力
推
進
を
取
ら

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
・
原
子
力
を
止
め
れ
ば
、

石
油
は
暴
騰
し
て
、
停
電
す
る
よ
り
ほ
か

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
ま
で
い
く
と
、
背
に

腹
は
代
え
ら
れ
な
い
感
じ
が
す
る
ん
で
す
」

と
答
え
た
。

（
六
・
十
五
朝
日
）

○
森
林
保
護
へ
新
法
を
廃
案
に
「
論
壇
」

今
国
会
に
林
野
庁
が
提
出
し
た
「
森
林

の
保
健
機
能
の
増
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
案
」
は
リ
ゾ
ー
ト
開
発
を
容
易
に
す
る

た
め
に
、
従
来
の
保
案
林
制
度
を
改
悪
す

る
も
の
だ
。
現
行
の
保
安
林
制
度
で
は
代

採
し
た
り
、
土
地
の
形
質
を
変
更
し
た
り

す
る
場
合
は
保
安
林
解
除
を
申
請
す
る
た

め
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
が
必
要
だ
が
、

こ
の
法
案
に
よ
り
「
施
設
」
を
整
備
す
る

場
合
に
は
知
事
の
許
可
な
し
に
そ
れ
ら
が

可
能
に
な
る
。
ま
た
保
安
林
機
能
の
低
下

に
つ
い
て
異
議
の
申
し
立
て
も
で
き
な
い

こ
と
に
な
る
。
１
以
上
宇
都
官
大
学
教

授
・
藤
原
信
氏
に
よ
る
。

○
『
都
市
と
自
然
』
叱
剛
・
剛

〒
剛
大
阪
市
北
区
豊
崎
二
丁
目
四
’
五

岸
本
ビ
ル
２
Ｆ

（
社
）
大
阪
自
然
環
境
保
全
協
会

○
『
Ｓ
Ｏ
Ｓ
』
恥
柵
・
血

〒
籾
三
重
県
鳥
羽
市
浦
村
町
大
吉
一
七

三
一
’
一
一

Ｓ
Ｏ
Ｓ
運
動
本
部
海
の
博
物
館

○
『
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
報
』
恥
”
、

３別〒
川
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
’
四

Ｉ
一
丸
ビ
ル
測
号
室

（
財
）
観
光
資
源
保
謹
財
団

○
『
ど
す
ん
』
伽
Ⅳ

神
奈
川
県
相
模
市
矢
部
三
’
一
一
’
二

一
相
模
補
給
廠
監
視
団
気
付

神
奈
川
防
災
を
考
え
る
会

○
『
福
島
県
の
自
然
』
恥
加

〒
捌
煽
島
市
森
合
字
下
り
六
’
一
五

福
島
県
自
然
保
護
協
会

○
『
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
』

〒
狐
艮
野
県
茅
野
市
玉
川
二
二
六
二

炉
辺
且
原
伊
市

○
『
宮
城
の
自
然
観
察
』
籾
・
春

〒
蛎
並
釜
市
梅
の
宮
一
二
’
七

会
報
・
寄
贈
図
書

』

（
六
・
一
○
朝
日
）

Ｑ

宮
城
県
自
然
観
察
指
導
員
連
絡
会

○
『
く
ら
し
を
洗
う
』
恥
４

〒
剛
札
幌
市
中
央
区
北
四
西
一
二
ほ

く
ろ
う
ビ
ル
－
Ｆ

く
ら
し
を
洗
お
う
ノ
・
さ
っ
ぼ
ろ
市
民
連

絡
会

○
『
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
・
ニ
ュ
ー
ス
』
籾
・
５
．

３〒
加
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
一
’
三
一

’
二
’
三
○
二

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
日
本
連
絡
事
務
所

○
『
立
山
連
峰
の
自
然
を
守
る
会
だ
よ
り
』

Ｑ
Ｏ
Ｎ
６
〒
蝿
富
山
市
中
野
新
町
一
’
一
横
田
病

院
内
立
山
連
峰
の
自
然
を
守
る
会

○
『
出
羽
三
山
の
自
然
を
守
る
会
だ
よ
り
』

Ｑ
４
Ｎ
９
〒
卿
鶴
岡
市
本
町
二
丁
目
一
○
一
九

鈴
木
方

出
羽
三
山
の
自
然
を
守
る
会

○
『
室
蘭
岳
と
山
ろ
く
（
室
蘭
市
区
地
域
）

の
植
生
調
査
』

七
戸
健
一

○
二
九
八
八
年
度
ウ
ト
ナ
イ
湖
サ
ン
ク
チ

ュ
ア
リ
年
次
報
告
書
』

（
財
）
日
本
野
鳥
の
会
ウ
ト
ナ
イ
湖
サ
ン

ク
チ
ュ
ア
リ

○
『
定
山
溪
ダ
ム
環
境
調
査
報
告
書
」
棚

石
狩
開
発
建
設
部

○
『
・
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
』

（
財
）
日
本
野
鳥
の
会

○
『
道
有
林
野
経
営
の
あ
り
方
に
関
す
る
答

申
』
北
海
道
有
林
野
経
営
審
議
会

○
『
自
然
公
園
の
利
用
の
あ
り
方
に
つ
い

て
』
自
然
環
境
保
全
審
議
会
自
然
公
園
部
会

利
用
の
あ
り
方
検
討
小
委
員
会

○
『
保
謹
林
の
再
編
・
拡
充
に
つ
い
て
』

林
野
庁
長
官
通
達
酌
．
４
．
ｕ

○
『
白
旗
山
ス
キ
ー
距
離
競
技
場
建
設
に

係
る
小
委
員
会
の
検
討
結
果
報
告
書
』

札
幌
市
緑
の
審
議
会
籾
．
６
．
６

川酒吉竹小A清

西井田村牧 水

伸
子Ｋ

政
子
泰
子
康
子正

ゆ
か
里

七
千
円

三
千
円

七
千
円

二
千
円

二
千
円
千
円

五
千
円
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る会と合同会議

o逆より後援承溌

○ポスター納品

o絵ハガキ「北海道の名峰」要品
oシンポニュースNo5発送

o知床シンポ開仙要項発送（道協会全員）

o白旗山について市緑化推進部・市教委体育部
と交渉（札幌の自然を守る会と合同）

o蛎務局会
○第5Iml知床シンポ実行委員会（札幌・束区民
センター）

○白旗山現地観察会（札幌の自然を守る会と共
催）

oポスター発送
oシンポニュースNo6

O第6阿知床シンポ実行委員会（札幌・束区民

センター）

○第3回常務委員会

O知床シンポ要項素案発送（全剛の団体150ケ

所）

oシンポニュースNo2発送

oシンポニユースNo3発送

O知床シンポ醐催要項発送（全国150団体･立木

閲取連動参加者）

or北の自然』No40発送，知床シンポI卿催要項
発送（賛助会員・加盟団体）

oシンポニュースNo4発送

o常務委員会(白旗l1lスキーコース問題につい
て）

o白旗111スキーコース問題について記者会兄

○知床シンポについて記者会見

o白旗lllスキーコース造成II'止の要嫡書発送(市
健，緑の審縦会委戯）

o知床シンポ報告者に依顔状発送

O通信89-2発送

o道にシンポ後援を依頼

o白旗1l1の今後の対応について札幌の自然を守

5jl l II

6月13m

6月14日

6月1611

6月17[I

6月20日

6月21冊

6月23IJ

6月24日

6月25冊

5119．11

5)1171』

5)12211

5)125II

5jj3011

6)121!

611311

6月26[I

7)13H

7月8日

6114II

6月511

6117日

､_〆 6月8日

Ｏ
今
回
は
審
議
会
特
集
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
国
立
公
園
や
国
有
林
の
「
あ
り
方
」
の

取
り
決
め
が
、
実
は
特
定
少
数
の
人
間
に
よ
り
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。
共
有
財
産
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
議
論
す
る
前
に
、
国
民
の
合
意

づ
く
り
の
シ
ス
テ
ム
の
「
あ
り
方
」
を
考
え
る
べ

き
で
し
ょ
う
。

○
「
道
有
林
の
現
状
」
を
書
く
の
に
あ
た
り
、
道
有

林
管
理
室
の
方
に
大
変
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

道
に
対
し
て
意
見
（
文
句
？
）
を
つ
け
る
、
敵
陣

に
乗
り
越
ん
で
行
く
か
の
よ
う
に
気
負
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
実
に
て
い
ね
い
に
道
有
林
で
の
林
業

と
い
う
も
の
を
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
道
有
林

に
つ
い
て
疑
問
・
意
見
を
持
っ
た
時
は
気
軽
に
話

し
を
さ
れ
て
み
れ
ば
い
か
が
で
し
ょ
う
。

○
知
床
シ
ン
ポ
ま
で
す
ぐ
で
す
。
色
ん
な
人
と
の

出
会
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
（
宇
仁
）

一
九
八
九
年
七
月
一
五
日

発
行
者
北
海
道
自
然
保
識
連
合

代
表
稲
田
孝
治

編
集
者
宇
仁
義
和

事
務
所
札
幌
市
東
区
北
二
十
条
東
一
丁
目

前
田
ビ
ル
二
○
三
号

電
話
（
Ⅲ
）
七
四
二
’
三
一
六
一

振
替
口
座
小
樽
一
’
四
○
七
一

賛
助
会
員
年
間

一
口
三
、
○
○
○
円

北
の
自
然
隔
月
発
行

印
刷
北
海
道
機
関
紙
印
刷
所

ー

修 登山

キャンピング

カヌー

アウトドア用品
ﾆジﾌ

秀岳荘蝋｡凸の産
営業時間/AM10:00～剛7:00定休日／毎週月曜日

札幌本店札幌市北区北12条西3丁目壷（011)726-1235
旭川店旭川市7条8丁目左2号念（0166)23-3416

（専用駐車場完備〉
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